
復興に向けて歩み続ける岩手県の今を紹介します

いわて復興応援団 検索

知って、買って、食べて、行って応援！
登録無料

詳しくは岩手県東京事務所ホームページをご覧ください。

首都圏等にお住まいの方を対象に、応援団員（個人）と応援団（法人及び団体）の登録を募集
しています。登録者には岩手県の復興の取り組みや観光・物産・首都圏でのイベント情報などをお届けします。

岩手県　復興実施計画の進捗状況 検索詳しくは

　以上は、計画案のごく一部の内容を紹介したものです。

なお、平成 26年 1月 24 日（金）から平成 26年 2月 23

日（日）まで、「復興実施計画（第２期）１次案」に関わ

るご意見を募集しております。

　是非、岩手県ホームページ等から、県の復興実施計画

をお読みいただき、「本格復興」へ向けた計画へのご意見

をお寄せください。

恋するフォーチュンクッキー 岩手県・三陸鉄道南リアス線バージョン 検索詳しくは

門前小路第 2地区災害公営住宅（野田村）で説明を受ける安倍総理（左端）

　5月 13日（火）英国のマンチェスター・ユナイテッ
ドに所属するMF（ミッドフィールダー）香川真司選手
が、被災地である陸前高田市の現状をみて、東北へ想い
を直接伝えようと、陸前高田市を訪問しました。
　当日は、奇跡の一本松を見学した後、岩手県立高田高
等学校のサッカー部を激励。その後、陸前高田市役所を
表敬訪問し、陸前高田市立高田小学校では、生徒らとサ
ッカーの試合を通して触れ合いました。
　香川選手は、中学・高校を仙台で過ごしており「仙台、
東北の皆さんにはお世話になったので、サッカーを通し
て恩返しできたらいいなと思っています。」と語りまし
た。自身のブログでも、「未来に向かって進んでいる東北
の皆さんの想いを胸にW杯を戦いたいと思います。」と
書かれています。
　2014ワールドカップ ブラジル大会の開催日程は、日
本時間で 6月 13日（金）～ 7月 14日（月）となって

　平成23年 3月 11日に発生した東日本大震災津波。発災以
来、全国そして海外からも多くの温かい励ましや御支援をいた
だいております。心から感謝申し上げ、この「つながり」を大
切にしていきたいと思います。
　真夏の陽気が漂いはじめ、眩しい陽射しが照りつける今日こ
の頃。
　復興に向けて歩み続ける岩手の今を紹介します。
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がんばろう！岩手　つながろう！岩手

【南リアス全線で運転が再開】

植樹前の現場風景

陸前高田市役所を訪れた香川真司選手（中央）

小本駅（岩泉町）の待合室に残した
安倍総理の決意！

　東日本大震災津波で、県有防潮林は壊
滅的な被害を受けましたが、宮古市田老
摂待地区において、苗木を植えるための
盛土工事が完了したため、県内で初めて
防潮林再生に向けた植樹が行われました。
　当日は、30℃近い気温になり、参加し
た人々は汗を拭いながら植樹に励みまし
た。

安倍内閣総理大臣が被災地を視察されました
北山崎断崖クルーズ観光船が7月末に運航再開

宮古市

平井鳥取県知事の来賓挨拶

摂待防潮林再生記念植樹が行われました
　東日本大震災津波で、県有防潮林は壊滅的な被害を受
けましたが、宮古市田老摂待地区において、苗木を植え
るための盛土工事が完了したため、県内で初めて防潮林
再生に向けた植樹が行われました。
　当日は、30℃近い気温になり、参加した人々は汗を拭
いながら植樹に励みました。
　植樹された苗木の中には、被災地支援として、岩手県
の種を使って鳥取県で育てられたものもあり、平井鳥取
県知事と鳥取県南部町立会見第二小学校の児童も植樹に
参加。３０アールの土地に全体で 1,530 本の苗木を植
樹しました。

　東日本大震災津波で、県有防潮林は壊滅的な被害を受
けましたが、宮古市田老摂待地区において、苗木を植え
るための盛土工事が完了したため、県内で初めて防潮林
再生に向けた植樹が行われました。
　当日は、30℃近い気温になり、参加した人々は汗を拭
いながら植樹に励みました。
　植樹された苗木の中には、被災地支援として、岩手県
の種を使って鳥取県で育てられたものもあり、平井鳥取

県知事と鳥取県南部町立会
見第二小学校の児童も植樹
に参加。３０アールの土地
に全体で 1,530 本の苗木を
植樹しました。
　植樹した苗木は、20年～
30年後に潮風や海砂から耕
地を守る森に成長するそう
です。

5/14水

いわてつながり情報局 検索詳しくは

「e! いわて（いわてつながり情報局）」は、復興に関連する岩手のニュースや情報を知ることのできる
アプリです。
入手した情報はTwitter や Facebook に投稿しシェアすることができます。
以下のOSを搭載したスマートフォンでご利用いただけます。
・Android OS4.0 以降、iOS6.0 以降

植樹風景 上手く植樹できました！！ 苗木が立派に育ちますように

サッカーを通して子どもたちにエールを！
2014 FIFAワールドカップ日本代表・香川真司選手が陸前高田市を訪問しました

写真提供：香川真司オフィシャルサイト　http://www.kagawashinji.com/

2014 FIFAワールドカップ日本代表・香川真司選手が
陸前高田市を訪問しました

高田小学校の生徒たちとの記念撮影 高田高等学校の生徒たちとの記念撮影

5/13火 陸前高田市

おり、日本の初戦（コートジボワール戦）は、6月 15
日（日）午前 10：00からです。

　植樹された苗木の中には、被災地支援
として、岩手県産の種を使って鳥取県で
育てられたものもあり、平井鳥取県知事
と鳥取県南部町立会見第二小学校の児童
も植樹に参加。３０アールの土地に全体
で 1,530 本の苗木を植樹しました。植樹
した苗木は、20年～ 30年後に潮風や海
砂から耕地を守る森に成長するそうです。
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被害状況等の詳細
義援金・寄付金の募集等 いわて防災情報ポータル 検索

編集・印刷：シナプス

岩手県の被害状況 平成26年 4月 30日現在

▶人的被害　死者（直接死）：4,672 名　行方不明者：1,132 名
▶建物被害（住家のみ、全半壊）　25,706 棟

皆さんのご支援、ありがとうございます

※ 被災したこどもたちが勉強やスポーツ等に励めるよう「くらし」「まなび」の支援に使われます。

▶いわての学び希望基金受付状況　約 65億 4,000 万円（13,190 件）

もご覧ください !! http://iwate-fukkoudayori.comビジュアル豊富な いわて復興だより Web【 】

陸前高田市

PROFILE

　被災地・三陸の復興へ向け、多くの若者が情
熱を注いでいます。連載「未来のさんりくびと」
では、毎号、復興への熱い想いを秘めた若者を
紹介していきます。
第 18回目は、鈴木麻優さんを紹介します。

鈴木さんからのひと言：
笑顔を忘れず、前を向いて
がんばりましょう！

諦めないでやりたいことを貫き通せば
夢はかなう！

新人女性騎手
鈴木 麻優  

（すずき まゆ）さん 　デビューから、ちょうど 1ヶ月目の 5月 19
日に初勝利をあげた鈴木さんですが、そんな鈴
木さんの活躍をみていると、元気が沸いてきま
す。
　鈴木さんも「これからは、私達がもっと復興
に携わっていかないといけないと思います。私
をみて、みなさんが少しでも元気になってくれ
ればうれしいです。」と話してくれました。
　今後、鈴木さんが益々活躍し、鈴木さんの活
躍する姿に、多くの方々が勇気づけられること
を期待しています。

頑張る私を見て、みなさんにも元気
になってもらえたらうれしい！

宮城県気仙沼市出身の 19歳。
中学 3年生の時に、東日本大震災津波により自宅が
被災。
2014年 4月 19日に、岩手県の水沢競馬場でデビ
ュー。10年ぶりに岩手に誕生した新人女性騎手と
して注目されている。

長期滞在に対応！簡易宿泊施設

　父の影響で競馬に興味を持ち、岩手県の水沢
競馬場で女性騎手が活躍する姿を見て、自分も
騎手になることを決意した鈴木麻優さん。
　東日本大震災津波では、実家が被災し、一度
は騎手になる夢を諦めたそうですが、母の後押

▶義援金受付状況　約 181億 3,534 万円（89,001 件）
▶寄付金受付状況　約 195億 5,962 万円（6,803 件）

　5月 18日（日）、陸前高田市米崎町の水田で、新ブラ
ンド米『たかたのゆめ』の田植え式が開催されました。
　『たかたのゆめ』は、『あきたこまち』がルーツのお米
です。今年は、津波で浸水した水田の復旧が進み、昨年
の 5倍以上の作付けが可能となりました。
　水田を管理する金野さんは「津波で農地がずいぶんと
やられて失意のどん底だったが、希望に変わってきた。
おいしいお米なので、ぜひ食べてください。」と語ります。
　また、『たかたのゆめ』を食べた人からは、「炊き立て

辞令交付を受けた柿元さん（左）と杉本さん（右）

当日行われた田植えの様子

【お詫び】前号の「未来のさんりくびと」の中で「佐藤さんからのひと言」が「寺嶋さんからのひと言」と誤った記載がありました。深くお詫び申し上げます。

5/18日

「たかたのゆめ」の田植え式が行われました

参加者との記念撮影 記念に立てられた看板

時の食感が最高」、「冷めてもおいしい」といった嬉しい
評価を得ているようです。お弁当にもピッタリのお米で
はないでしょうか。
　『たかたのゆめ』は、9月下旬頃から 10月に収穫され
る予定で、同市内での販売の他、全国への販路拡大も検
討されています。
　『たかたのゆめ』が多くの人に愛され、復興の象徴に
なることを願います。

しもあり、再び騎手になる夢を追いかけ、見事
夢を叶えました。
　「私も一度は夢を諦めたけど、やりたいことを
貫き通せば、夢はかなうかもしれません。みな
さんも自分のやりたいことをやってほしい。」と
鈴木さんは語ってくれました。

平成26年 4月 30日現在


